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いいえ

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

④
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利用定員が指導訓練室等スペー
スとの関係で適切であるか

職員の配置数は適切であるか

①

②

生活空間は、本人にわかりやす
く構造化された環境になってい
るか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮
が適切になされているか

③

チェック項目 はい

業
務
改
善

保護者等向け評価表により、保
護者等に対して事業所の評価を
実施するとともに、保護者等の
意向を把握し、業務改善につな
げているか

⑤

事業所向け自己評価表及び保護
者向け評価表の結果を踏まえ、
事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の
質の評価及び改善の内容を、事
業所の会報やホームページ等で
公開しているか

⑥

第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いるか

⑦

13 3

4 12

13 3

16 0

13 3

・法人のホームページに公表し
ている。今後も事業所の自己評
価を踏まえ支援の質の向上に努
める。

・外部評価を行いながら
業務改善へ取り組んでいきた
い。

事業所名

課題や改善すべき点
工夫している点・課題や改善す
べき点を踏まえた改善内容又は

改善目標

・職員が少ない。（2件）
・誰も休まなけれ良いが、体
調の悪い職員や休みの職員が
でると心配な時がある。 　・
今年、欠員が出たことはイレ
ギュラーだったが、ギリギリ
での保育も少なくなかった。
改善したい。

・前もって人員を確保しフリー
保育士を配置する。

・構造化されていない。
・担任の工夫次第でもあると
思うが、もう少し視覚的にわ
かりやすく（並ぶ場所に足あ
とをはるなど）するといいと
思う。
・構造化への取り組みとし
て、それぞれの子への環境づ
くりをする状況にはなってい
ない。

・それぞれの子のアセスメント
とあわせて、合理的配慮（視覚
的支援,構造化などを含めて）
についても検討していく。

・トイレが不衛生。
・トイレが狭い。介助するス
ペースがなくて大変。
・トイレが暗く狭い。トイ
レっトチェアなどを置くとこ
ろがない。
・毎日そうじの時間を必ず確
保していたのがよい習慣だと
思う。

・トイレの暗さについては、電
球ではなく設備の問題なので、
それ以外の工夫を考える。
・寝返りする子どももいるた
め、床の掃除は特に気をつけて
いく。

・どのように改善しているの
か、事業所職員にも示してく
れるとよいと思う。
・日々のミーティングなどを
情報共有の場としているが、
評価がいかに反映されている
かがつかめない。

・アンケート調査の実施
・ホームページに公表と共に、
職員会議でも共有している。
・今後とも保護者の評価を実施
し意向を把握、改善へと取り組
み職員とも共有していく。

事業所職員向け 児童発達支援自己評価表（公表）



個別支援計画に沿った支援が行
われているか

⑪

⑫

活動プログラムの立案をチーム
で行っているか

活動プログラムが固定化しない
ように工夫しているか

⑬

⑧

職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している
か

アセスメントを適切に行い、子
どもの保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で、個別支
援計画を作成しているか⑨

個別支援計画には、具体的な支
援内容が設定されているか➉

適
切
な
支
援
の
提
供

障害児相談支援事業所のサービ
担 者会議 ども 状

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て個別支援計画を作成している
か

支援開始前には職員間で必ず打
ち合わせをし、その日行われる
支援の内容や役割分担について
確認しているか

日々の支援に関して記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか

⑮

⑭

定期的にモニタリングを行い、
個別支援計画の見直しの必要性
を判断しているか⑱

⑰

⑯

支援開始後には職員間で必ず打
ち合わせをし、その日行われた
支援の振り返りを行い、気付い
た点等を共有しているか

13 3

16 0

16 0

14 2

・発達や実践における研修が
ほしい。
・行くように言われた職員が
行くため、決められた職員し
か行けない。

・法人内研修や園内研修等計画
をつくっている。研修計画に基
づき職員の意向も踏まえながら
取り組みたい。

・定期的な面談や日常の相談な
どで聞き取りをする。
・子どもや保護者の願いや意向
に丁寧に向き合いながら取り組
みたい。

・子ども一人ひとりの興味関心
を大事にし、具体的に設定して
いる。

16 0

16 0

13 3

・非常勤職員への伝達が不十
分。

・非常勤職員を含めて、日々取
り組みを子どもの姿から振り返
り共有するための時間の確保に
努める。課題や取り組みをもっ
と意識し取り組んでいく。他職
種と共有を深めていく。

・クラスごとに話し合い
立案している。今後もチーム
ワークを大事に取り組みたい。

・リーダーが設定することが
多い。

・子どもの興味関心を大事に他
施設での取り組みなどを参考に
するなどしている。職員間で
日々のプログラムの共有と振り
返りを行いながら他職種と連携
し取り組んでいく。　・日々の
保育においても、リーダーを交
代し、職員皆で考えていく体制
作りをしていく。

・集団で遊ぶあそびの課題と
個々の課題をあわせて作成して
いる。子ども同士のつながりを
意識した保育を職員間で考え取
り組んでいる。活動内容をより
共有できるよう
チームで考えていく。

11 4

12 4

・できていない日もある。 ・確認や共有できるようクラス
ごとの保育日誌や話し合う時間
を作る工夫をする。行事などは
事前の全体周知事項の確認時間
を大事にする。確認や報告など
自ら積極的に取り組む。

・非常勤を含め”必ず”は難
しかった。できる日・特記が
あった日は自然とできたよう
に思う。

・共有できる時間としてクラス
会議の定期開催の数を増やして
きた。その日にできなくとも、
話し合う時間を取り、取り組み
がつながるよう意識を高める時
間を作り。伝えあう努力を今後
もしていく。
・改善に努めるようにしてい
る。その日のことは、特記とし
て記録に残している。　　　・
日々、記録を記入し整理してい
る。自分のクラス以外の状況や
子どもについても主体的に共有
していく。

・わからない。 ・話し合いに必要なメンバーが
出席し連携している 園内 外

16 0

12 4

・今回導入されるアセスメン
トシートが定期的な見直しに
つながると思う。
・定期的にできていない。

・日々の子どもの姿から見直し
て取り組むよう努力している。
子どもの姿の事実をしっかりと
らえ検討できる力量をつけてい
く。



ス担当者会議にその子どもの状
況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか

母子保健や子ども・子育て支援
等の関係者や関係機関と連携し
た支援を行っているか⑳

⑲

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等を
支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、
保育、教育等の関係機関と連携
した支援を行っているか

㉑

他の児童発達支援センターや児
童発達支援事業所、発達障害者
支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けている
か

㉕

㉖

保育所や認定こども園、幼稚園
等との交流や、障害のない子ど
もと活動する機会があるか

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を
持っているか

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等を
支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関
等と連絡体制を整えているか

㉒

移行支援として、保育所や認定
こども園、幼稚園、特別支援学
校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を
図っているか

㉓

移行支援として、小学校や特別
支援学校（小学部）との間で、
支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか

㉔

運営規定、利用者負担等につい
て丁寧な説明を行っているか

㉘

「個別支援計画」を示しながら
支援 容 説 を 保護

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

・連携しながら行っている。情
報共有をし大切に連携してい
く。

出席し連携している。園内・外
で情報を共有し連携していく。

・連携しながら行っている。情
報共有など大切に連携してい
く。

・主治医に指示書への記入依頼
や協力医と契約し連携できる体
制を整備している。子どもの安
全と緊急時対応などへ
引き続き取り組む。

16 0

16 0

15 1

14 2

13 2

0 15

14 2

16 0

・コロナによる制約が緩和さ
れてきているため、もっと機
会が増えれば良いと思う。
・中には健常児との関わりや
地域の方との関わりに不安を
感じる保護者もいると思うの
で難しいが、交流の機会があ
ればいいと思う。

15 1

114㉗

・コロナ禍で取り組むことが難
しかった。近隣の児童館との交
流を増やしたり保育園幼稚園等
との行事での交流などを検討し
ていく。

・連絡帳や面談などを通して共
有できるよう努力している。
・タイムリーに保護者の悩みを
聴いたり話をする
時間をとるよう意識し取り組
む。

・年2回面談の中で説明し同意
を得ている 子どもの姿を共有

・わからない。 ・重要事項説明会で行ってい
る。わかりやすく説明をしてい
く。

・移行期間での引継ぎや卒園後
のフォローなど必要に応じ連携
している。相互理解を進められ
るよう移行後も連携していく。

・移行期間での引継ぎや卒園後
のフォローなど必要に応じ連携
している。相互理解を進められ
るよう移行後も連携をしてい
く。

・市連協や県連協などを通し、
意見交換や課題に向けて話し合
い取り組んできたアーチルとの
連携を大事にしてきた。様々な
職種に対応した研修計画や法人
の研修計画に基づき行う。
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護
者
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父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ているか

子どもや保護者からの相談や申
し入れについて、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保
護者に周知し、相談や申し入れ
があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等の
情報を子どもや保護者に対して
発信しているか

個人情報の取り扱いに十分注意し

㉝

㉜

㉛

㉞

支援の内容の説明を行い、保護
者から個別支援計画の同意を得
ているか

㉙

定期的に、保護者からの子育て
の悩み等に対する相談に適切に
応じ、必要な助言と支援を行っ
ているか

㉚

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定
した訓練を実施しているか

非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出その他必要な訓練
を行っているか

事前に、服薬や予防接種、てん
か 発作等 ども 状 を確

㊳

㊲

障害のある子どもや保護者との
意見の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか

㉟

事業所の行事に地域住民を招待
する等地域に開かれた事業運営
を図っているか

㊱

・個人情報が書かれているも
のが、ふせずに机に置かれて
いる。
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・まだ、不十分なところがあ
る。保護者への周知が甘い。
・避難訓練や感染症への対応
がしっかり行えていてよいと
思う。発作などへの対応は、
いざとなった時、不安なの
で、1度きりの研修ではなく、
何度か行うことができたらな
およい。

16 0

15 1

15 1

16 0

8 7

を得ている。子どもの姿を共有
し保護者の意見を聞きながら同
意を得られるよう向き合う。

・新人にできることは少な
い。

・主に担任や主任がタイムリー
に対応できるよう取り組んでい
る。適切に必要な支援ができる
よう情報の共有や取り組みを迅
速にする。　　　　・新人の育
成をていねいに進めていく。

・父の会できていない。
・自発的なつながり支援のた
めの場の提供があるとよい。

・コロナ禍で取り組みが少な
かったができる中で母の会の役
員会などを開催してきた。母の
会、家族参観など保護者が関わ
り合う時間を大事に取り組む。

・保護者への行事等の連絡が
遅い。

・毎月、お便り、保育計画、献
立など配布している。
・今年度は、コドモンを使用し
緊急時などはタイムリーに発信
をしてきたつもりだが、連絡を
もう少し早くすることをこころ
がけていく。

・保護者とのやり取りを間違わ
ないよう記録し共有し、タイム
リーに相談等をう。　　・タイ
ムリーに動けるよう日ごろから
他機関との連携などを心がけ
る。
・電話や面談など、聞き取りを
迅速にし保護者の悩みが大きく
ならないよう取り組む。

・職員一人一人の意識を高めて
いけるよう研修等も含め取り組
む。

・面談や家庭訪問など保護者の
話を聞く機会を大事にしてい
る。面談や家庭訪問など
保護者の話を聞く機会を大事に
している。今後も考えや意見等
を聞く機会を大事にする。

・コロナでできなくなった。
・（26）と同じ。コロナのこ
ともあり、機会が失われがち
だが、行えたらいいと思う。

・コロナ禍で難しかったが、近
隣にお知らせを届けに行くなど
かかわりをつくってきた。感染
症の状況を見ながら、行事など
への招待など検討していく。

・毎月行っている。様々な想定
の下に訓練を計画し実施してい
く。

年度初めからのものになって
いない

・年度初めの準備を早急にす
る

・様々な想定のもとに毎月避難
訓練を実施している。
・災害時のマニュアルについて
は保護者に説明している。いつ
でも確認できる場所に置き意識
を高める。　　　　　　・保護
者への連絡の徹底や職員の研修
に努めていく。



非
常
等
の
対
応

食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされているか㊵

ヒヤリハット事例集を作成して
事業所内で共有しているか

虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしているか

㊶

㊷

かん発作等の子どもの状況を確
認しているか㊴

〇この児童発達支援自己評価は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の職員の方に、事業所の評価を
していただくものです。

「はい」「いいえ」のどちらかに「〇」を記入するとともに、「課題や改善すべき点」「工夫している点」等について記入して
ください。

16 0

16 0

16 0

16 0

・作成だけにならないように気
をつけていきたい。/・小さな
ものも書面で出しその日に共有
できるよう取り組んできた。小
さな気づきを大事にし、大きな
けがにつながらないよう緊急対
応を整備し取り組む。

・判断に迷うところがある。
時代の変化のとらえ方が変化
している。

・内部研修で積み重ね、職員の
意識を高めていく努力をしてき
た。日々の支援の中の具体的な
ケースについて取り組んでい
く。職員間のコミュニケーショ
ンを深めていく。

いない。 る。

・検査に基づき指示書をもらい
対応している。保育者と連絡相
談を密にしながらこれからも留
意をし対応していく。
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